
会 議 記 録 
 

 高松市附属機関等の設置、運営等に関する要綱の規定により、次のとおり会議記録を公表します。 

会 議 名 令和６年度第１回高松市学校給食共同調理場整備検討委員会 

開 催 日 時 令和６年７月１６日（火）１５時３０分～１６時３０分 

開 催 場 所 高松市朝日新町学校給食センター ２階 会議室 

議 題 

（１） 委員長の選任について 

（２） 高松市南部エリア学校給食共同調理場（仮称）整備基本計画策定及び民間活 

力（PPP/PFI）導入可能性調査の結果について 

公 開 の 区 分 ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

上 記 理 由  

出 席 委 員 
次田委員、山本委員、安岡委員、赤阪委員、中村 卓史委員、太田委員、濵田委員 

西村委員、中村 有理委員 

傍 聴 者 １人（定員１０人） 

担 当 課 及 び 

連 絡 先 
保健体育課 ０８７－８１１－６３００ 

 

会議の経過及び結果 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議題 

（１）委員長の選任について 

  高松市学校給食共同調理場整備検討委員会設置要綱第５条第２項の規定に基づき、委員の互選に

より、次田委員を委員長に決定した。 

 

（２）高松市南部エリア学校給食共同調理場（仮称）整備基本計画策定及び民間活力（PPP/PFI）導入

可能性調査の結果について 

 

（事務局） 資料２の説明 

 

 意見交換（資料全体） 

 

（委員） 

 民間事業者の参入可能性調査結果の中で、付帯事業の実施に関しては、消極的な意見が多数あると

のことだが、付帯事業の内容は、具体的にどのようなものなのか、また、どのような意見が出ていた

のか、ご教示いただきたい。 

 

（事務局） 

 付帯事業については、本市から提示したものではなく、全国的な事例を踏まえての民間事業者から

の回答であった。 

 消極的な意見の一部として、安全安心な給食提供が求められる給食センターで、付帯事業をするこ



とが、本業（衛生面等）に影響を及ぼすおそれがあることや、不特定多数の方が、訪れることを想定

していない施設において、例えば、にぎわい創出のような事業を行うことは、施設の性質に相反する

という意見が出された。 

 

（委員） 

新施設では、見学スペースを設けないとしているが、子どもたちや先生方は、自分たちの給食が作

られているところを見学したいと思うのではないか。 

 

（事務局） 

本市においては、朝日新町学校給食センターを食育の拠点と位置付けており、見学スペースを設け

ていることから、本施設にて見学者を受け入れることを考えている。 

新施設では、Ｗｅｂカメラを使って、調理しているところを撮影し、それを見ることができる機能

を設けることについて、コンサルティング会社から情報提供されているため、今後検討していきたい。 

 

（委員） 

 生産ラインを除きＺＥＢ化対応するとあるが、生産ラインには調理場の空調設備も含まれるのか。 

 

（事務局） 

想定しているのは、調理場を除いた事務所等を対象としたＺＥＢ化である。 

 

（委員） 

 地産地消推進の設備とはどのようなものなのか。 

 

（事務局） 

今後の検討事項であるが、例えば、現在は、綺麗な規格の野菜を使用しているが、収穫した時のま

まの泥付きの野菜や不揃いの野菜を使用することになった場合の受け入れる諸室等である。 

 

（委員） 

災害時の対応については、常時の給食調理用ストックの範囲で対応するとあるが、その範囲を超え

た場合は、新施設は稼働しないという理解でよろしいか。 

 

（事務局） 

炊飯設備があり、米を一定量確保しているため、災害時の対応として炊き出しが可能である。 

また、それができるだけの受水槽やＬＰガスの供給設備を整備する予定である。 

 

（委員） 

現在、老朽化が進んでいる施設では、アレルギー対応ができていないという状況なのか。 

 

（事務局） 

アレルギー対応について、５品目できているのは、朝日新町学校給食センター及び六条町学校給食

センターのみである。南部エリア学校給食共同調理場（仮称）の配送対象として想定する１２校のう

ち、５校が卵のみ対応となっている。現状、本市ではアレルギー対応できる十分な設備を有していな

いため、新施設においては、５品目できる設備を整えていくものである。 



（委員） 

設備や人員が整っていない中でアレルギー対応は難しいため、新施設を整備することで、対応でき

る品目が増えて、対応できるお子さんが増えることは、ありがたいことである。 

アレルギー対応に関して高松市では、別に委員会を設置していると思うので、ぜひ、その委員会と

情報共有して、朝日新町学校給食センター及び六条町学校給食センターを参考にしながらも、それを

踏襲するだけでなく、より良い方向に更新していただきたい。 

 

（委員） 

幼稚園から中学校まで、１献立で給食を提供する場合に、幼稚園の園児が食べられる大きさに切る

等の対応ができるような、設備も考えていただきたい。 

 

（事務局） 

今後検討していく。 

 

（委員） 

現状、用地の案は２案あり、１案については、令和１１年度に開業でき、もう１案については、令

和１３年度までずれ込むというプランである。開業時期によって、スタート時点の給食の供給数やそ

の後の推移を表すカーブが変わる可能性があり、コスト面等で大きな影響がある。今後の人口推移予

測等をご提示いただけたら、用地に関して、より良い決定ができる。 

 

４ その他 

（委員長） 

これまでの議題や議題以外について意見があるか。 

 

（委員） 

東部エリアについては、用地が見つからないと聞いていたが、その後の進捗はどうなのか。 

 

（事務局） 

 東部エリアについては、民有地を含め調査しているところであるが、現在のところ、委員皆様に報

告できる段階ではない。今後もスピード感を持って調査を行い、速やかに委員会を開催して、皆様の

ご意見をいただきたい。 

 

意見交換終了 

 

（事務局） 

本日の御意見を踏まえて、建設候補地や事業方式等について、本市にて検討し、最適な建設地及び

事業方式を決定してまいりたい。 

また、次回、第２回高松市学校給食共同調理場整備検討委員会では、高松市南部エリア学校給食共

同調理場（仮称）の建設地並びに事業方式の御報告と、東部エリアの建設候補地等についての御意見

を賜りたい。 

 

 


